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 論文内容の要旨
 本研究では、重度・重複障害者の環境との相互交渉の発生、拡大に関わる諸条件を明らかにす
 ることを目的として、第1部において問題を整理し、第∬部から第IV部において実践的資料に基
 づいて検討を進めた。第V部で本研究のまとめを行った。
 第H部の目的は、重度・重複障害者のうち、環境との相互交渉がほとんど見出されないほどに
 身体の動きが極めて微弱かつ微細な者における、環境との相互交渉の発生に関わる諸条件を明ら
 かにすることであった.第H部は、第2章から第4章までの3つの章で構成される。第2章では、
 超重症児を対象とした先行研究を概観した.第3章では、自発的な身体の動きが全く見出されな
 かった超重症児にたいする教育的対応の糸口と見出された状態変化の意味を検討した.その結果、
 1)心拍数変化を反応性の発現として捉えて係わることが身体の動きを見出すことにつながること、
 2)微細な身体の意味を仮定しその妥当性を検証する視点を有することが重要であること、3)触
 覚系と臭覚系が環境との相互交渉の間口として開かれている可能性と相互交渉の諸相をより精緻
 に分析する必要性があることを指摘した。第4章では、約3年間に見出された身体の動きに関す
 る発現条件を明らかにし身体の動きの意味について検討した.その結果、1)身体の動きを「反射」、
 「不随意運動」としてのみとらえることには慎重であらねばならないこと、2)身体の動きの型や
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 頻度の変化には働きかけや振動束吐激などがフィ』ドバックされる状況設定力玉大きな条件となって
 おり・超重症児も開放系として環境と秩序ある相互交渉を行なっていることを指摘した.
 第皿部の目的は・重度'重複障害者のうち・係わり手との個別的状況における相互交渉の拡大
 が課題となる者を対象に・その拡大に関わる諸条件を検討することであった。第恥部は、第5章、
 第6章の2つの章で構成される・第5章では・袋小路の状態にあった食事行動の改変過程とその
 際の援助方略について検討した・教育的対応のなかで対象者は手づかみによる食事行動が形成さ
 れるに至り・そのなかで食事に対してより能動的に取り組むようになった。第6章では、しきり
 にオンブを求め・オンブ以外に活動が展開しにくかった事例の相互交渉の拡がりを検討した.教
 育的対応のなかで、身振り発信行動が形成され、オンブを基盤とした探索活動が促進された。こ
 れらの経過と連動して自発的な行動も促進された。
 第IV部の目的は、重度・重複障害者のうち、重度・重複障害者問のコミュニケーションの拡大
 が課題となる者を対象として、その拡大に関わる諸条件について検討することであった。第IV部
 は、第7章から第9章までの3つの章で構成される.第7章では、発信手段が著しく限られてい
 るものの日常会話や状況の変化が概ね受信可能な者5名を対象とした話し合い活動を設定し、対
 象者間コミュニケーションの促進を試みた。結果より、1)対象者の変化に関わった条件、2)係
 わり手による「通訳」の重要性とあり方、3)話し合い活動設定の意義、について指摘した。第8
 章では、話し合い活動において対象者から出された話題内容や個々の話題への言及の様子を検討
 した。第9章では、話し合い活動における話題内容の拡大を意図して、対象者にスイッチで行な
 う写真撮影活動と電動式牽引機による移動活動を提案した。その結果、話題内容に拡がりがみら
 れ、対象者間コミュニケーションが促進された。
 第V部は第10章で構成され、本研究のまとめを行ない、今後の課題について述べた。今後の課
 題は以下の3点である。第1は、超重症児の身体の動きの``意味"の検討である.本研究第H部
 では、自発的な身体の動きが全く見出されなかった超重症児の身体の動きの発現を促す係わり方
 を見出し、見出された身体の動きの発現条件について検討し、超重症児においても、環境との秩
 序ある相互交渉がおこなわれていることを指摘した。しかしながらこうした身体の動きの``意味"
 については検討が不十分であった。超重症児と係わり手との間で、極めて微弱かつ微細な身体の
 動きを手掛かりとして、その“意味"を実感を伴って“共有"するには、方法論を含め、さらな
 る検討が必要である.第2は、重複障害者間コミュニケーションの対象者の拡大である。本研究
 第IV部では、重複障害者間のコミュニケーションの促進を試みたが、対象者は、個別的に対応す
 れば日常会話が概ね受信可能で、イエス/ノーがはっきりしているなど、かなり明確な意思表示
 が可能な者であった.今後は、明確な意思表示は困難であるが周囲の状況変化に対する反応が明
 確な重度・重複障害者へも対象を拡げ、そこでの対象者間コミュニケーションの諸相について検
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 討する必要があろう.第3は、``係わり手"とその“相手となる人"との関係形成に関するモデル
 構築である.本研究第1部において、係わり手と相手となる人双方の変化間の相互作用のダイナ
 ミズムを解きほぐしていくことが重要であることと指摘しつつも、本研究においては、その点、
 不十分であったといわざるを得ない。今後、``係わり手"と“相手となる人"との間に、どのよう
 な条件において、どのような関係が形成され得るのかを、一方の条件のみ求めるのではなく、各々
 が有する条件間および状況条件との相互作用という観点から、方法論を含めて検討し、教育的対
 応において目指されるべき関係性に関するモデル構築を目指す必要があると考える。
 論文審査の結果の要旨
 本論文は、重度・重複障害者の環境との相互交渉の発生、拡大に関わる諸条件を明らかにする
 ことを目的としている.このようなテーマ自体は、必ずしも新しいものではなく、先行研究の中
 にもしばしば同様の表記をみることができる。しかしながら、内容面においては独自の取り組み
 が行われている。すなわち、本論文においては、第1に、自発的な身体の動きが観察されず環境
 との相互交渉の姿が全く見えなかった超重症児に対し、心拍数変化と指先の微弱微細な動きへの
 着目、主に触覚系への工夫等を通して、対象児の応答的・自発的な動きの発現数を増大させるこ
 とに成功している.第2に、係わり手との相互交渉の拡大が課題となる者を対象として、袋小路
 にあった食事行動の改善過程を援助方略と共に明らかにし、また、係わり手に向けられる対象者
 の自発行動を受け止めることを通して、身振り発信行動の形成過程と探索活動の拡大過程を明ら
 かにしている。第3に、重複障害者の中でも当事者間でのコミュニケーションの拡大が課題とな
 る者を対象として、話し合いの場を設定しその拡大に関わる条件について検討している。その結
 果、対象者には、発言数、話題内容、発言者への質問・意見の増加という成果が得られた。そし
 てこのようなコミュニケーションの拡大に関与した主たる条件としては、話し合いにおける対象
 者の不明瞭な発声・発音を明瞭にする、あるいは、不明確な発信内容を明確にする援助者の役割
 と、話題作りのための写真撮影活動等の取り組みが重要であったことが明らかにされた。
 本論文の優れた点は、①先行研究の蓄積がほとんどない超重症児への教育実践研究の成果を実
 証的データに基づいて明らかにしたこと、②重度障害者の袋小路に陥った行動であっても状況変
 化に対応できる調整行動へと改善させ得る可能性を見出したこと、③これまで国内外ではほとん
 ど取り組まれたことのない当事者問コミュニケーションに関し、その阻害要因を仮定し援助方略
 を明らかにしたこと、④長期間の実践的検討を通して、各成果の妥当性を検証していることであ
 る。
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 本論文に対しては、個別事例的検討から得られた種々の知見を一般化あるいは類型化する方向
 での検討が少ないこと、3つの主要検討課題と研究対象との関連性の説明が十分でない等の問題を
 指摘することができる.しかし、このような課題は残るものの、本論文は、新しい研究領域に踏
 み込みあるいは開拓して貴重な成果を得るとともに、今後のわが国の特別支援教育と重症心身障
 害療育に大きく寄与する内容であり、高く評価できる。
 よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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